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○ 

特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

行 
（
定
義
） 

第
二
条 
（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
放
射
光
施
設
」
と
は
、
国
立
研

究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
量
子
科

学
技
術
研
究
開
発
機
構
」
と
い
う
。
）
又
は
国
立
研
究
開
発
法

人
理
化
学
研
究
所
（
以
下
「
理
化
学
研
究
所
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
設
置
さ
れ
る
、
加
速
さ
れ
た
電
子
又
は
陽
電
子
か
ら
放
射

さ
れ
る
強
い
指
向
性
と
高
い
輝
度
を
有
す
る
電
磁
波
（
以
下
「

放
射
光
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
研
究
等
を
行
う
た
め
の
施

設
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

４
～
６ 

（
略
） 

７ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
放
射
光
専
用
施
設
」
と
は
、
特
定
放

射
光
施
設
に
係
る
放
射
光
を
使
用
し
て
研
究
等
を
行
う
た
め
に

特
定
放
射
光
施
設
に
附
帯
し
て
設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
っ
て
、

当
該
特
定
放
射
光
施
設
の
設
置
者
以
外
の
者
に
よ
り
設
置
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。 

８
・
９ 

（
略
） 

 

第
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
ご
と
に

、
そ
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本

（
定
義
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
放
射
光
施
設
」
と
は
、
国
立
研

究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
（
以
下
「
理
化
学
研
究
所
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
、
加
速
さ
れ
た
電
子
又
は
陽
電
子

か
ら
放
射
さ
れ
る
強
い
指
向
性
と
高
い
輝
度
を
有
す
る
電
磁
波

（
以
下
「
放
射
光
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
研
究
等
を
行
う

た
め
の
施
設
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い

う
。 

 

４
～
６ 

（
略
） 

７ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
放
射
光
専
用
施
設
」
と
は
、
理
化
学

研
究
所
以
外
の
者
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
特
定

放
射
光
施
設
に
係
る
放
射
光
を
使
用
し
て
研
究
等
を
行
う
た
め

の
も
の
を
い
う
。 

 
８
・
９ 

（
略
） 

 

第
四
条 
文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
特

定
先
端
大
型
研
究
施
設
ご
と
に
、
そ
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
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方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
２
～
５ 

（
略
） 

 

（
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
の
業
務
） 

第
五
条 

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
は
、
こ
の
法
律
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し

て
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

放
射
光
共
用
施
設
の
建
設
及
び
維
持
管
理
を
行
い
、
並
び

に
こ
れ
を
研
究
者
等
の
共
用
に
供
す
る
こ
と
。 

二 

放
射
光
専
用
施
設
を
設
置
す
る
者
に
対
し
、
こ
れ
を
利
用

し
た
研
究
等
に
必
要
な
放
射
光
の
提
供
そ
の
他
の
便
宜
を
供

与
す
る
こ
と
。 

三 

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。 

２ 

理
化
学
研
究
所
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

特
定
放
射
光
施

設 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務 

      

基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
～
５ 

（
略
） 

 

（
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
の
業
務
） 

第
五
条 

（
新
設
） 

        

 

理
化
学
研
究
所
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

特
定
放
射
光
施

設 

一 

放
射
光
共
用
施
設
の
建
設
及
び
維

持
管
理
を
行
い
、
並
び
に
こ
れ
を
研

究
者
等
の
共
用
に
供
す
る
こ
と
。 

二 

放
射
光
専
用
施
設
を
設
置
し
て
こ

れ
を
利
用
し
た
研
究
等
を
行
う
者
に

対
し
、
当
該
研
究
等
に
必
要
な
放
射

光
の
提
供
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す

takeshita
線

takeshita
線
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（
略
） 

（
略
） 

３ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し
て
、
次

に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

中
性
子
線
専
用
施
設
を
設
置
す
る
者
に
対
し
、
こ
れ
を
利

用
し
た
研
究
等
に
必
要
な
中
性
子
線
の
提
供
そ
の
他
の
便
宜

を
供
与
す
る
こ
と
。 

三 

（
略
） 

 

（
実
施
計
画
） 

第
六
条 

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
は
、
特
定
先
端
大
型
研

究
施
設
の
設
置
者
と
し
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
（
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
が
行
わ
な
い
も

の
と
さ
れ
た
業
務
を
除
く
。
）
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
毎
事

業
年
度
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

 

２ 

前
項
の
実
施
計
画
は
、
当
該
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
に
係

る
基
本
方
針
の
内
容
に
即
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。 

る
こ
と
。 

三 

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

を
行
う
こ
と
。 

（
略
） 

（
略
） 

２ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し
て
、
次

に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

中
性
子
線
専
用
施
設
を
設
置
し
て
こ
れ
を
利
用
し
た
研
究

等
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
研
究
等
に
必
要
な
中
性
子
線
の

提
供
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
。 

三 

（
略
） 

 

（
実
施
計
画
） 

第
六
条 

理
化
学
研
究
所
は
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置

者
と
し
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条

第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
業
務
（
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
理
化
学
研
究
所
が
行
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
業
務
を
除
く

。
）
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
毎
事
業
年
度
、
文
部
科
学
大
臣

の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
実
施
計
画
は
、
当
該
施
設
に
係
る
基
本
方
針
の
内
容

に
即
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

takeshita
線

takeshita
線
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３ 

理
化
学
研
究
所
は
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と

し
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第
二

項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
ご
と
に
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
業
務
（
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
理
化
学
研
究
所
が
行
わ
な

い
も
の
と
さ
れ
た
業
務
を
除
く
。
）
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、

毎
事
業
年
度
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
理
化
学
研
究
所
が

作
成
す
る
実
施
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「

前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
三
項
」
と
、
「
第
九
条

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

   

（
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
法
等
の

特
例
） 

第
七
条 

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
量
子
科
学
技
術
研
究
開

発
機
構
の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
七

十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
二
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
七
条
第
一
項
又
は
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の

（
新
設
） 

       

（
新
設
） 

 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る

」
と
、
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。 

 

（
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
及
び
国
立
研
究
開
発

法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
の
特
例
） 

第
七
条 

（
新
設
） 
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共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
」
と
、
「
承
認
」

と
あ
る
の
は
「
承
認
又
は
認
可
」
と
す
る
。 

２ 
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
理
化
学
研
究
所
の
業
務
が
行

わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
（

平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
十
四
条
第
一
号
中
「
こ

の
法
律
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
法
律
又
は
特
定
先
端
大
型
研

究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
と
す
る
。 

３ 

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）

第
三
十
三
条
第
一
号
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法

律
又
は
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
と
、
「
主
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
主
務
大
臣
又
は
文
部

科
学
大
臣
」
と
す
る
。 

 

（
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
に
よ
る
利
用
促
進
業
務
の
実
施
等

） 

第
八
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
条
の
規
定
に
よ
り
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し

て
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
、
理
化
学
研
究
所
又
は
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
が
行
う
も
の
と
さ
れ
た
業
務
の
う
ち
次

に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
（
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
）
を
次
項
、
第
十
条
並

び
に
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学

大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関

  

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
理
化
学
研
究
所
の
業
務
が
行

わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
（

平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
十
四
条
第
一
号
中
「
こ

の
法
律
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
法
律
又
は
特
定
先
端
大
型
研

究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
と
す
る
。 

２ 

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）

第
三
十
三
条
第
一
号
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法

律
又
は
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
と
、
「
主
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
主
務
大
臣
又
は
文
部

科
学
大
臣
」
と
す
る
。 

 

（
登
録
等
） 

 

第
八
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「

登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
」
と
い
う
。
）
に
、
第
五
条
の
規
定

に
よ
り
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し
て
理
化
学
研

究
所
及
び
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
が
行
う
も
の
と
さ
れ
た

業
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
業
務
の
全
部
（
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
利
用
の
区
分
に
従
い
、
登

録
施
設
利
用
促
進
機
関
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
業
務
も
行
う

場
合
は
、
そ
の
部
分
）
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

２ 
前
項
の
登
録
（
以
下
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
先
端

大
型
研
究
施
設
ご
と
に
、
利
用
者
選
定
業
務
及
び
利
用
支
援
業

務
（
以
下
「
利
用
促
進
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る

者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。 

 

（
削
る
） 

 

第
九
条 

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
は
、
文
部
科
学
大
臣
が

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
促
進
業
務
の
全
部
又
は
一
部

を
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
き
は

、
当
該
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

２ 

登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
が
利
用
促
進
業
務
を
行
う
場
合
に

お
い
て
は
、
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
及
び
当
該
登
録
施

設
利
用
促
進
機
関
は
、
当
該
利
用
促
進
業
務
が
円
滑
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
相
互
に
連
携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
理
化
学
研
究
所
及
び
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
登
録
基
準
等
） 

第
十
一
条 

（
略
） 

２ 

登
録
は
、
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

 

一
・
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
登
録
（
以
下
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
第
二
条
第

二
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
ご
と
に
、
利
用

者
選
定
業
務
及
び
利
用
支
援
業
務
（
以
下
「
利
用
促
進
業
務
」

と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。 

 

（
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
に
よ
る
利
用
促
進
業
務
の
実
施
等

） 

第
九
条 

理
化
学
研
究
所
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
前
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
利
用
促
進
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
登
録
施
設
利

用
促
進
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
業
務
を

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

２ 

登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
が
利
用
促
進
業
務
を
行
う
場
合
に

お
い
て
は
、
理
化
学
研
究
所
及
び
当
該
登
録
施
設
利
用
促
進
機

関
は
、
当
該
利
用
促
進
業
務
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
相

互
に
連
携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

 
（
登
録
基
準
等
） 

第
十
一
条 

（
略
） 

２ 

登
録
は
、
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 
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三 

登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
が
利
用
促
進
業
務
を
行
う
特
定

先
端
大
型
研
究
施
設
の
種
別
、
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当

該
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
が
特
定
放
射
光
施
設
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
設
置
者
の
名
称 

四 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 

（
準
用
） 

第
十
三
条 

第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
登
録
施
設

利
用
促
進
機
関
が
利
用
促
進
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
量
子
科
学
技

術
研
究
開
発
機
構
は
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と

し
て
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
は
」
と
、
「

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
（
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
が
行
わ
な
い
も
の
と
さ
れ

た
業
務
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
利
用
促
進
業
務
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

三 

登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
が
利
用
促
進
業
務
を
行
う
特
定

先
端
大
型
研
究
施
設
の
種
別 

  

四 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 

（
準
用
） 

第
十
三
条 

第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
登
録
施
設

利
用
促
進
機
関
が
利
用
促
進
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
理
化
学
研
究

所
は
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
設
置
者
と
し
て
」
と
あ
る

の
は
「
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
は
」
と
、
「
前
条
第
一
項
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
業
務
（
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
理
化

学
研
究
所
が
行
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
業
務
を
除
く
。
）
」
と

あ
る
の
は
「
そ
の
利
用
促
進
業
務
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 
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○ 

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

行 
（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
六
条 
機
構
は
、
第
四
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

業
務
を
行
う
。 

一
～
九 

（
略
） 

２ 

機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設

の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
八
号

）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
。 

 

（
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
の
主
務
大
臣
の
要
求
） 

第
十
八
条 

主
務
大
臣
は
、
原
子
力
災
害
（
原
子
力
災
害
対
策
特

別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
条
第
一

号
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害
を
い
う
。
）
が
発
生
し
、
又
は
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
放
射
線
に
よ
る
人
体

の
障
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
機
構
に
対
し
、
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う

ち
必
要
な
業
務
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
略
） 

 

（
主
務
大
臣
等
） 

第
十
九
条 

機
構
に
係
る
こ
の
法
律
及
び
通
則
法
に
お
け
る
主
務

大
臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
六
条 

機
構
は
、
第
四
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

業
務
を
行
う
。 

一
～
九 

（
略
） 

（
新
設
） 

   

（
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
の
主
務
大
臣
の
要
求
） 

第
十
八
条 

主
務
大
臣
は
、
原
子
力
災
害
（
原
子
力
災
害
対
策
特

別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
条
第
一

号
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害
を
い
う
。
）
が
発
生
し
、
又
は
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
放
射
線
に
よ
る
人
体

の
障
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
機
構
に
対
し
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
必
要

な
業
務
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
略
） 

 

（
主
務
大
臣
等
） 

第
十
九
条 
機
構
に
係
る
こ
の
法
律
及
び
通
則
法
に
お
け
る
主
務

大
臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 
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一 

（
略
） 

二 

第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
、
放
射
線
の

人
体
へ
の
影
響
並
び
に
放
射
線
に
よ
る
人
体
の
障
害
の
予
防

、
診
断
及
び
治
療
に
係
る
も
の
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は

、
文
部
科
学
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会 

三 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

一 

（
略
） 

二 

第
十
六
条
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
、
放
射
線
の
人
体
へ

の
影
響
並
び
に
放
射
線
に
よ
る
人
体
の
障
害
の
予
防
、
診
断

及
び
治
療
に
係
る
も
の
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
文
部

科
学
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会 

三 

（
略
） 

２ 

（
略
） 
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○ 

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

行 
（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
六
条 
（
略
） 

２ 

研
究
所
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施

設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
八

号
）
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
。 

（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
六
条 

（
略
） 

２ 

研
究
所
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施

設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
八

号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
。 
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○ 

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

行 
（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
七
条 
機
構
は
、
第
四
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

業
務
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
国

立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ

る
業
務
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
。 

一
～
十
一 

（
略
） 

２ 

機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設

の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
八
号

）
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
。 

３ 

（
略
） 

（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
七
条 

機
構
は
、
第
四
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

業
務
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
国

立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
十
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務

に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
。 

一
～
十
一 

（
略
） 

２ 

機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設

の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
八
号

）
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
。 

３ 

（
略
） 
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